
１．はじめに

自宅にインターネットの接続環境（携帯電話，PHS を
除く）がある世帯普及率は，平成１５年度２月現在で４８．４％
である。このうち，各家庭では３９．３％がブロードバンド
接続を利用している。さらに，年代別では，１０代から３０
代はいずれもインターネット利用率が８５％を超えてい
る［１］。
本校においても，平成５年に情報工学科 LAN が構築
され，平成８年にはキャンパス LAN が完成した。その
後，専用回線の増強など経て平成１４年には幹線系をギガ
ビットネットワーク，各終端の HUB には１００Base-TX
のポートを利用可能とする高速キャンパス LAN が構築
された。また，学寮（弓削商船高等専門学校白砂寮）に
おいても，キャンパス LAN の更新と同時に寮内 LAN が
改修され，各棟の PC 室や居室において学内と同様の条
件でネットワークを利用可能である。
現在，学寮では全学生数の過半数を超える約３００名の学
生が生活している。インターネットの接続環境は，各棟
に設置された PC 室のみだけで，各居室に情報コンセン
トを設置しているが，接続は許可していない。本校学寮

と同様に寮内 LAN を構築し［２］Web によってさまざまな
サービスを学生へ提供している例［３］も報告されているが，
LAN 接続された PC を利用できる場所は，PC 室のよう
な共用空間だけである。頭書の時代背景や整えられた学
寮のネットワーク環境を考慮すると，家庭と同様に各居
室からもネットワーク環境に接続許可することが自然で
ある。しかし，高専における寮は，学生たちが生活する
快適な居住空間であると共に教育寮でもあるため，利用
には慎重に対応しなければならない。
本論文は，学寮において居室からのネットワーク接続

における検討資料として，学生たちのパソコンやネット
ワークに関する意識や利用状況について調査する。また，
学寮 LAN を有効に利用するための Web サービスの検討
とその構築も含めて行う。

２．学寮のパソコン環境

学寮は，平成１４年において女子学生が生活する A 棟
（定員５０名），男子１，２年生が生活する B 棟（定員８５
名），男子３年生以上が生活する C 棟（定員１４２名）の３
棟から構成される。
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平成７年の C 棟改修工事と同時に，学内の情報処理セ
ンターと学寮とが ATM で接続され，C 棟に設置された
PC 製図のコンピュータは，校内 LAN を通してインター
ネット接続が可能となった。平成１１年 A 棟改修工事が行
われ，各階の PC 室および各居室に情報コンセントが完
備された。平成１２年 B 棟改修工事により，A 棟と同様に
PC 室の設置，C 棟も含めた居室の情報コンセントの設置
が完了し，学寮の全居室からネットワーク接続がハード
ウェア的に可能となった。また，ファイアウォール，フ
ァイルサーバ，ルータ等を設置し，学寮ローカルエリア
LAN を構築により，これまで PC 室から直接学内 LAN
に接続していたネットワーク形態を，ユーザ認証された
ユーザを寮内のファイアウォールを介し学内 LAN に接
続する形態に変更した［４］。平成１５年学内 LAN の高速キャ
ンパスネットワーク更新改修に伴い，学寮にある１０
BASE／T の HUB は１００Base-TX スイッチング HUB へ
と更新され学寮の PC 室と各居室は，１００M のネットワ
ークで接続された。平成１５年，寮生数の増加により２－
３階に設置してあった B 棟の PC 室を居室へと変更し，
改修工事の行われた１階に PC 室を新たに設置した。平
成１５年，学寮 PC 室に設置されている PC の台数と OS
の種類を表１に示す。

３．アンケート調査

平成１４年１０月，学寮において PC 利用についてのアン
ケート調査を行った。アンケートは，全寮生２４６名に配布
し２２４名の回答（回答率９１％）が得られた。配布したアン
ケート用紙を付録に示す。

３．１ PC 室の利用に関する調査
各棟にある PC の利用頻度を，図１に示す５項目の選

択式で行った。約８割の寮生は，一月に１，２回以上利
用し，７割はホームページの閲覧のために PC を利用し
ていることが図２よりわかる。一週間に１，２回以上利
用の比較的利用頻度の高い学生は，全体の約４割である。
また，図１の PC 室を比較的利用頻度の高い学生を学科
および棟別に分析した結果を図３に示す。

３．２ 居室からの LAN 接続に関する調査
PC 室だけでなく居室から LAN に接続する必要性につ
いて，４項目の質問を行った。調査時に PC を所有して
いる学生は全体の２４％（図４）だが，居室からの LAN
接続を希望する学生数は過半数を超える（図５）。今後，
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図１ PC の使用頻度

表１ 学寮の PC 台数と OS の種類

A：ホームページ閲覧 B：ゲーム
C：メール D：ワープロ
E：音楽編集 F：表計算
G：画像編集 H：チャット
I：プログラミング J：プレゼンテーション
K：その他

図２ PC 室の利用目的

（a）学科別 （b）棟 別

図３ 利用頻度の高い学生の割合
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PC の持込を考えている学生は，LAN 接続された場合に
考えるという学生を含めると６１％にあたり（図６），図１
の使用頻度から考えると多くの学生が居室からの LAN
接続を希望していると分析することができる。
学寮では，女子学生は１年生から男子学生は２年生か
ら個室での生活が始まる。LAN に接続できるハードウェ
アが完備されても，利用するユーザのネットワークエチ
ケット（ネチケット）が守られていなければ，LAN の有
効活用へと繋がらない。監視されていない個室での利用
は，個人のエチケットに対する認識が重要となる。図７
にエチケットの認知度を示し，図８に PC 利用における
エチケットの運用について示す。ネットワーク利用にお
いてルールやマナーがあることを知っているが，実際に
PC を利用するときに，どのようなことを心がけたらよい
のかわからない学生が全体の４０％にあたり，学寮 LAN
運用の改善項目に挙げられる。

３．３ Web サービスに関する調査
学寮では，管理指導していく上でさまざまな手続きが

必要となる。本項目の調査は，図９に示す A から H ま
での７つのサービスとその他の項目の複数選択式で行っ
た。
行事予定などの掲示物は，電子化されたファイルを

Web 上にアップロードするだけで実現可能である。要望

図７ ネチケットについて

図８ ネチケットの運用について

図４ PC の所有率

A：欠食届 B：行事予定
C：BBS D：献立表
E：荷物の到着状況 F：掃除当番表
G：当直当番表 H：その他

図５ 居室からの LAN 接続希望

図９ 各種 Web サービスの希望

図６ PC の持込について

学寮におけるパソコンネットワーク利用の検討と欠食届け Web の構築（田房・大出） ３７



データベースを容易に扱える�
インターフェース（PHPで実現）�

データベース管理�
（MySQLで実現）�

欠食届�

データベース�

学生からのアクセス�
（欠食登録）�

データベースを容易に扱える�
インターフェース（PHPで実現）�

管理者�

欠食日別に集計�
 →材料の発注�

学生別に集計�
 →払戻金の集計�

データベース管理�
（MySQLで実現）�

欠食届�

データベース�

学寮Webサーバ�

が最も多かった「欠食届」は，金銭的な管理を伴うため
実際の運用にさまざまな問題がある。その他の項目に外
泊する際に提出する「外泊届」を電子化してほしいとい
う意見もあったが，手続きのうえで担任による許可を取
得提出するという処理の代替が必要となる。本研究で
は，７６％の学生たちの意見である欠食届を Web サービス
によって開発する。

４．欠食 Web サービス

４．１ 現状の欠食届
欠食届は，寮生が帰省・外泊などで寮食堂での食事を
必要としない時，その主旨を記入して寮食を停止するた
めの手続きである。この欠食届は，専用の用紙に「氏名」
「学年」「提出日」「欠食期日」などを記入し，食堂に設
置されている箱に投函する形式である。一般的に，一日
単位でしか欠食をすることができないが，週末や実習な
どは，この限りではない。提出された欠食届は，手作業
で栄養士が集計している。

４．２ 欠食 Web サービスの概要
欠食 Web の構築には，DB（データベース）が不可欠

である。DB の構築には MySQL を用い，Web と DB の
インタフェースには，操作に優れ標準のセットアップ状
態で MySQL に接続できる PHP を利用する。システム
の構成は，Redhat Linux に Web サーバとして Apache
を載せ，ミドルウェアとして PHP を通じて MySQL を
使用する。それぞれのソフトウェアバージョンを表２に
示す。
欠食 Web を利用するユーザは，欠食サービスを受ける
寮生と欠食の集計結果によって食材の発注や払戻金の計
算を行う栄養士の２つに大別される。寮生は，欠食サー
ビス用フォーム（Web ページ）にログインし，欠食届を
送信したり，変更・削除をしたりできる。栄養士は集計
用フォームログインし，登録された DB の内容を日付別
や寮生別に集計することができる。システムの概略を図
１０に示す。

４．３ 欠食 DB の構築
欠食 DB は，寮生のユーザ情報を記録した学生登録テ
ーブルと欠食情報を記録した欠食登録テーブルの２つか
ら構成される。各テーブルは，以下のように構成されて
いる。
�１ 学生登録テーブル
３つのカラムから構成する。各カラム名の定義を表３
に示す。表３の Field の桁はカラム名［ID_c］には，寮
生のユーザ ID，［Name_c］には氏名，［Passwd_c］には
管理者発行のパスワードが記録されている。また，Type
の桁は各 Field のデータ型，Null の桁はそのカラムに
Null 値を許すかどうか，Key の桁はそのカラムがプライ

マリキーかどうか，Default は初期値で新たにレコード
を追加した場合にそのカラムに自動的に入力されるデー
タを示している。
�２ 欠食登録テーブル
５つのカラムから構成する。各カラム名の定義を表４

に示す。［ID］には，欠食登録順に自動的に番号が与えら
れ，［ID_c］には学生の ID 番号，［NAME_c］には氏名，
［Date０１_c］には欠食日，［Date０２_c］には登録日がそ
れぞれ格納される。

４．４ Ｗeb フォームの構築
欠食 DB との接続を PHP でコーディングした Web フ
ォームで行う。Web フォームは，寮生が欠食日を入力や

ソフトウェア（OS） バージョン

Redhat Linux

Apache

PHP

MySQL

７．３
１．３．２３
４．１．２
３．２３．４９

Field Type Null Kye Default

ID_c

Name_c

Passwd_c

Varchar（２０）
Varchar（２０）
Varchar（２０）

Yes

Yes

PRI NULL

NULL

Field Type Null Kye Default

ID

ID_c

Name_c

Data０１_c

Data０２_c

Int（１１）
Varchar（６）
Varchar（３２）

Data

Data

Yes

Yes

Yes

Yes

PRI NULL

NULL

NULL

NULL

NULL

表２ ソフトウェアバージョン

図１０ 欠食 Web サービスの概略図

表３ 学生登録テーブルのカラム構成

表４ 欠食登録テーブルのカラム構成
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確認をするユーザ用 Web フォームと管理者用 Web フォ
ームの２つに別れる。
�１ ユーザ用 Web フォーム
寮生は，まず情報処理センター発行のユーザ ID と欠
食 DB 管理者発行のパスワードを入力する。入力された
情報は，学生登録テーブルと認証されれば，欠食届を入
力する入力フォームへと接続される。入力フォームの内
容は入力の誤りがないように，再度確認フォームに表示
され，登録フォームによって欠食登録テーブルへ登録さ
れる。ユーザ用 Web フォームの概略図を図１１に示す。
�２ 管理者用 Web フォーム
管理者は，検索方法選択フォームによって日付，氏名，

ID 別に集計方法を選択することができる。選択された各
フォームは，欠食登録テーブルと接続され集計結果を出
力する。管理者用 Web フォームの概略図を図１２に示す。

５．運用にあたっての問題点

５．１ セキュリティ
欠食届は個人データを扱い，栄養士は月々の食費を計
算するための参考情報として本サービスを使用するため，
セキュリティ面が重要視される。
本システムのユーザ認証は，管理者がサービス希望ユ
ーザに対しパスワードを発行している。パスワードの変

更機能がなく，初期発行するパスワードはソフト的に発
行しているため複雑なことが問題である。また，データ
ベースに暗号化されていないパスワードが登録されてい
るため，情報漏れの危険性もある。現在，本校キャンパ
スでは LDAP 認証により，パスワードの一括管理を行っ
ている。今後，MySQL＋LDAP の導入により，学内と同
様のユーザ認証を検討している。

５．２ 欠食提出期限
現在の欠食届の締切りは，欠食開始日の２日前の午後

１時である。Web による電子化を行うため，期限を延長
することが可能となるが，期限を過ぎた欠食届に対する
処置は未開発である。時刻を検証し，提出期限を経過し
ている欠食届には，その旨を伝える処理が必要である。

５．３ 欠食単位
通常（平日）の欠食届は日単位での登録であるが以下

の場合は，その限りでないため欠食単位を「朝」「昼」
「夕」と一食単位に設定する必要がある。
� 祝祭日の前日
� 学校行事

６．おわりに

学寮の各居室に１００Base-TX のポートを設置している
が，各棟の PC 室からしかネットワークの接続を許可し
ていない。これは，学生のネットワーク利用状況が不明
確であることと，ユーザを管理する管理体制が整ってい
なかったためである。本研究では，既存のネットワーク
環境の有効利用を考え，学生の利用状況の調査および寮
内 LAN で利用できる Web アプリケーションの検討と構
築を行った。
居室からのネットワーク接続を開始しても，利用によ

って，これまで習慣付けてきた規則正しい生活習慣を乱
すようなことがあってはならない。寮生の過半数以上が
居室からの利用を希望しているが，ネチケットが完全に
守られているとは言いがたい。ネットワーク接続を希望
する学生には個別に自己管理と利用責任について教育す
る必要がある。
ネットワーク利用を活発化させるためには，Web によ
る情報の掲載やアプリケーションの構築が有効である。
Web アプリケーションの１つとして，要望の多かった欠
食届を構築したが，運用には到らなかった。実際の運用
には，複数回のテスト・モニタリングを行い完成度およ
びセキュリティ対策の実現を行う必要がある。

Web システムなどの PC やネットワーク利用したサー
ビスの課題は，システム管理者の不足や後継性がある［５］。
誰もが利用できるような簡易なシステムを作成すると共
に，ユーザが利用するためやシステム管理のためのマニ
ュアルの作成が必要となる。

図１１ ユーザ用 Web フォームの概略図

図１２ 管理者用 Web フォームの概略図
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門，ソフトバンク（２００１）．

［８］Spencer K Ogawa：MySQL&PHP でつくる Web
データベース―入門からデータベースサーバの管理
まで―，エーアイ出版（２００２）．

［９］イクスブレイン：PHP で Web アプリケーションを
作ろう，毎日コミュニケーションズ（２００２）．

付録 アンケート用紙
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